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 ニュース     レター 

 このニュースレターは、「国道241号（音更大通）に係る交通課題検討のための懇談会」の
検討内容を地域の皆様にお知らせするために作成し配布しているものです。 

平成27年1月 

第７回 
懇談会 

平成26年11月11日に第7回懇談会を開催しました。 
第6回懇談会（平成25年10月23日）以降に実施した現地調査 
を踏まえ、安全性・円滑性に関する検証と今後の対策の方向性 
について、意見交換を行いました。 
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外側線を設置 
(対面２車線の明確化) 

外側線＋中央ゼブラ 
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車線運用方法 
を変更 

■これまでに短期的な安全性改善策を平成24年度に実施しています 
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■安全性向上に関する継続的な取り組み 

【配布・設置したチラシ・ポスター】 

【周知・広報活動】 
・チラシ配布 500部 
（木野大通12丁目周辺大型店  
    ﾎｰﾏｯｸ、ﾀﾞｲｲﾁ等の駐車場） 
・ポスター設置 
（木野大通2丁目 ｾｲｺｰﾏｰﾄ） 

チラシ配布の様子 

【効果検証結果】 
・約9割の車両が後続車の追突を避けるために中央ゼブ
ラゾーンを利用＝「一定の安全性確保」を確認 

安全性確保のために中央ゼブラゾーンを利用している様子 

【第6回懇談会における指摘意見】 
・｢安全確保のために中央ゼブラゾーンが有効に活用されて
いるか？｣との意見があり、周知・広報活動を行い効果検証
を行いました。 
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■ご意見・お問い合わせ先 
【事務局】 音更町建設水道部 都市計画課       TEL:0155-42-2111 
      北海道開発局帯広開発建設部 道路計画課  TEL:0155-24-4106  

今後も引き続き懇談会を開催し、地域及び道路利用者の皆様と意見交換を行っていく予定です。 

• 中央ゼブラゾーンは有効に利用されており、右折時の危険回避による安全性の確保

については一定の効果が表れている。 

• 利用促進については、今後も継続的な周知・広報活動を行うとともにモニタリング

による再確認が必要である。 

■安全性・円滑性の検証と今後の対策の方向性 

■懇談会における主なご意見 
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• 混雑発生区間での追突や左折時の事故は、今後、改善が必要である。 

• 脇道を通ってきた車両が1～3丁目の国道に集中し、交通の流れを妨げている。ま

た、左折車線が無いところでは、直進車の交通を妨げている。 

• 渋滞発生時は、信号が変わっても先詰まりによって交差点内で止まってしまう車両

もあり、国道と交差する道路からの交通を妨げている状況も見られる。 

• 中央ゼブラゾーンに関しては、今後も周知・広報活動を徹底。 

• 国道と交差する道路からの流入が多いため、国道と並行する道路も含めた、幅広い

調査を行う必要がある。 

• 事故の内容も変化してきているため、今後も安全性・円滑性の両面について監視し、

改善策の検討を進める必要がある。 

• 課題解決に向けた対策は急にはできるものではないため、今後も着実に「安全かつ

円滑な道路」を目指して、地域の意見を反映しながら課題を解決していく。 

【懇談会の様子】 

  ②交差道路から流入 
     する車両が多い 

安全性・円滑性確保に向けた 
キーポイント交差点 

  ④冬期路面環境では、渋滞長や通過時間は２倍以上 

⑤交通事故の“質”の変化 
（混雑発生区間を走行する車両の速度差発生に起因した、追突事故等の発生）    

  ③後続車の走行を阻害する車両（交差点・中央 
     ゼブラ区間での右左折車等）の存在 

◇安全性・円滑性の検証結果（課題の再確認） 

◇今後の対策検討の方向性 

十勝大橋上での 
混雑状況 

（帯広方面を撮影） 

  ①帯広方面への3丁目交差点を 
     先頭とした混雑（朝ピーク時間帯） 

①3丁目交差点対策 

 →帯広方面：朝ピーク時間帯の対策 

 →士幌方面：夕ピーク時間帯の対策 

②交差道路（道道や町道）から国道へ

の流入車両対策 

③中央ゼブラゾーンの利活用促進 

 →周知・広報活動 

④冬期路面環境も視野に入れた対策 

⑤車両速度差発生を抑制する事故対策 

 ①士幌方面への3丁目交差点を 
   先頭とした混雑（夕ピーク時間帯） 
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3丁目交差点を 
先頭とした混雑状況 
（士幌方面を撮影） 

沿道出入り車両により 
後続車走行に影響 

3丁目交差点からの混雑で 
国道に流入できない車両 

安全性・円滑性確保に必要な 

検証及び有効な改善策を検討し 

「より利用しやすく安全な道に」 

を目指した議論を今後も継続 

 


